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【植　樹　祭】
４月２４日（火）１５：２０～１６：１０

於  三内丸山遺跡（青森市三内字丸山３１２－１１）

　第３４回原産年次大会を青森で開催するに当たり、木村守男青森県知事の提案により、

青森県が世界に誇る縄文時代の大規模遺跡である三内丸山遺跡において、オオヤマザクラ

の記念植樹を行った。

　木村知事は、すでに全国的に有名になっている弘前城の桜のみならず、青森県全体をソ

メイヨシノ、オオヤマザクラ、八重桜と一連の桜が長期間咲き誇る県にしたいとの構想を

もっており、この構想の一環として、同植樹祭をきっかけにしたいとの考えを示された。
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　記念植樹祭は、年次大会のテクニカルツアーのうちの「竜飛ウィンドパーク・三内丸山

遺跡」コースの実施に伴い、大会に参加する国内外の要人に記念植樹をお願いしたもので、

木村知事を含め次ぎの方々１４名が、それぞれ分かれて６本のオオヤマザクラの苗木を植

樹した。

　　西澤　潤一 (社)日本原子力産業会議会長

　　藤家　洋一 原子力委員会委員長

　　Ａ．ハワード 米国原子力エネルギー協会(ＮＥＩ)上級副理事長

　　Ｐ．グレゴワール 仏国ラ・マンシュ県知事

　　吉田　豊 第３４回原産年次大会準備委員長（弘前大学学長）

　　Ｒ．ローズ氏(米ピューリッツァー賞受賞作家)とローズ夫人

　　佐々木高雄 東奥日報社社長

　　太田　宏次 電気事業連合会会長（中部電力(株)社長）

　　Ｎ．アスキュー 英国原子燃料会社(ＢＮＦＬ)社長

　　安部　浩平 (社)日本原子力産業会議副会長（中部電力(株)会長）

　　佐々木　正 日本原燃(株)社長

　　蛯名　武 青森県商工観光労働部長

　
　まず植樹祭では、三内丸山遺跡内にある体験学習館で木村知事があいさつし、専門家が
三内丸山遺跡の概要を説明した。その後、参加者は遺跡から出土した土器、土偶、道具な

どを展示している展示室を回覧、屋外の遺跡を見学し、「大人の墓」の近傍で植樹を行った。

　三内丸山遺跡は、江戸時代から知られていた遺跡で、エジプトなど世界４大文明とほぼ

同時期の縄文時代前期から中期（約５,５００年前～４,０００年前）の大集落跡などが発

見され、一部が復元されている。


